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2026 年３月期第２四半期（中間期）及び通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 

 
当社は、最近の業績の動向を踏まえ、本日開催の取締役会において、2025 年５月 12日に公表しました

2026 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想及び 2026 年３月期通期連結業績予想の修正を決議しま

したので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．連結業績予想の修正について 

（１）2026 年３月期第２四半期（中間期）連結業績予想の修正（2025 年４月１日～2025 年９月 30 日） 

 

売上収益 営業利益 税引前利益 中間利益 
親会社の所有

者に帰属する

中間利益 

基本的 

1 株当たり 

中間利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 68,800 825 765 570 580 25.32 

今回修正予想（Ｂ） 70,500 1,100 1,010 715 725 31.65 

増減額（Ｂ－Ａ） +1,700 +275 +245 +145 +145  

増減率（％） +2.5% +33.3% +32.0% +25.4% +25.1%  

（参考）前期連結実績 

（2025 年３月期第２四半期） 
70,323 1,009 867 503 506 22.22 

 

（２）2026 年３月期通期連結業績予想の修正（2025 年４月１日～2026 年３月 31日） 

 

売上収益 営業利益 税引前利益 当期利益 
親会社の所有

者に帰属する

当期利益 

基本的 

1 株当たり 

当期利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想（Ａ） 134,600 2,500 2,380 1,550 1,560 68.11 

今回修正予想（Ｂ） 140,400 2,750 2,580 1,720 1,730 75.53 

増減額（Ｂ－Ａ） +5,800 +250 +200 +170 +170  

増減率（％） +4.3% +10.0% +8.4% +11.0% +10.9%  

（参考）前期連結実績 

（2025 年３月期） 
139,705 2,338 2,177 1,141 1,155 50.64 

 

２．業績予想の修正理由 

当第２四半期（中間期）の売上収益につきましては、国内 Working 事業において、中期経営計画

「WILL-being 2026」で最も注力している建設技術者領域が堅調であることに加え、セールスアウト

ソーシング領域等の既存領域も順調に推移しており、また、海外 Working 事業において為替レートが

計画対比で円安に推移していることから、前回の予想を上回る見込みとなりました。 

利益につきましては、国内 Working 事業の建設技術者領域で当第１四半期における待機人員の増
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加による若干の影響があるものの、引き続き堅調に推移する見込みであり、セールスアウトソーシン

グ領域を始めとする既存領域では生産性向上による利益率の改善を見込んでいます。また、海外

Working 事業においては、売上収益と同様に為替レートが計画対比で円安に推移していることから、

前回の予想を上回る見込みとなりました。 

  

通期につきましても、当第３四半期以降、海外 Working 事業の事業環境や、国内 Working 事業にお

ける採用費等のコストを保守的に見積もる一方、当第２四半期（中間期）と同様、主に国内 Working

事業が堅調に推移する傾向が続くものと見込んでおり、売上収益、利益ともに前回の予想を上回る見

込みです。 

 

なお、今回の業績予想の修正に伴う配当予想の修正はありません。 

 

（注）上記の業績予想につきましては、当社が発表日現在入手している情報及び合理的であると判断す

る一定の前提に基づいており、実際の業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

 

以 上 


